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収
日
本
大
鹿
川
出
器
憾
に
悶
民
の
庫

棚
酬
は
大
一
書
く
混
和
U
F』
。
し
か
し
幽

や
仕
告
と
し

τ国
指
す
べ
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
慌
の
中
長
則
的
国
聞
の
多
く

は
鴎
刷
出
の
附
後
ぜ
変
わ
っ
て
い
な

い
。
縄
開
価
惜
の
高
騰
に
直
面
す
る

な
か
で
、
田
本
に
は
栂
順
化
の
附
刷

削
初
挑
と
縫
明
憶
を
時
相
附
え
た
剛
鹿

復興への経済戦略咽1

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
、
国
民
の
共
有
必
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
比
捕
を
商
品
る
品
昭
世
ル
ギ
l
政
前
町
一
脱
思
が
な
け
れ
ば
雛

が
あ
っ
た
a

贋
災
に
よ
っ
て
こ
の
状
者
は
良
朋
契
約
を
締
ぶ
の
が
触
し

況
が
去
作
υた
厄
け
で
は
な
い
。
く
、
捌
耐
な
ス
ポ
ッ
ト
価
院
で
険
制

調
附
設
に
関
本
町
械
化
早
大
燃
ガ
ス
を
納
入
せ
さ
申
告
備
な
い
。

(
L
N
G
)都
民
が
大
制
に
地
え
た
ほ
肌
引
宛
穏
な
ど
両
生
可
胎
エ
ネ
ル

か
、
ド
イ
ツ
な
ど
海
外
の
脱
断
指
の
ギ
ー
へ
の
間
待
は
大
き
い
。
し
か
し

助
活
も
出
り
、
天
例
ガ
ス
の
ス
ポ
ッ
都
晴
雄
附
が
成
紙
す
る
ま
で
、
そ
の

ト
師
陥
{
1回
ご
と
の
取
引
の
削
除
〕
出
羽
耐
仰
に
は
火
力
指
惜
の
山
川
町
必

は
泊
料
νて
い
る
a
民
間
的
な
エ
ヰ
叫
だ
。
問
点
は
既
に
世
号
砲
が
迦

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

ん
で
お
り
需
盟
抑
制
も
限
胞
が
あ

弓
稲
力
を
純
情
的
に
安
定
按
事

る
こ
と
が
血
掛
鵬
岡
戸
、
こ
の
手
段

と
し
て
開
発
に
内
包
鼠
務
部
は
今

の
と

5
ゃ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

悶
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
成
や
結

滞
祉
会
の
励
向
牽
制
ま
え
、
岡
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
柏
町
民
川
的
な
品
様

仰
を
町
民
で
共
有
す
る
必
腿
が
あ

• る
b

モ
の
た
拍
政
府
附
の
険
肘
過
組

苦
闘
民
に
凡
A
a
h
m
骨
形
で
必
川
し
、
冷

静
な
継
嗣
を
附
み

mね
る
べ
き
だ
。

政
前
面
槻
を
宿
、
中
、
限
切
と
時
間

帥
で
区
切
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
げ

る
エ
ネ
ル
車
!
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

壱
国
揃
ず
べ
き
だ
ろ
う
。

良
則
的
に
は
、
山
崎
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
胞
慨
を
越
え
森
鳴
誕
惚
mlM

の
大
期
限
パ
也
や
、
諸
情
一
と
滋
筒
都
門

勾
甘
帥
品
検
射
す
べ
き
だ
。
勉
力
供

給
の
剖
J
明
也
牽
耐
凶
る
上
で
前
期
〆
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